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　音楽科指導法特論などにおける学習成果を基礎として，今日，学校において生じている課題のうち，特に音楽科の指導に関する事項について，実際の事例を学校現場や文
献・資料等において受講生自身が調べ，その分析を通して，改善方法について考察し，提案を行っていく。
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学校現場や文献・資料等の調査に基づき，今日，学校で生じている音楽科の指導に関する課題を分析することができる。

音楽科の指導に関する課題の改善方法を考察し，具体的に提案することができる。

授業の内容

ガイダンスと音楽科指導法特論の振り返り1

学校現場における調査①2

学校現場における調査②3

調査結果のまとめと報告4

調査結果を基にした課題の設定（表現領域）5

課題に関する事例の収集6

収集した事例の分析7

課題に対する改善案の作成8

課題に対する改善案の提案と協議9

調査結果を基にした課題の設定（鑑賞領域）10

課題に関する事例の収集11

収集した事例の分析12

課題に対する改善案の作成13

課題に対する改善案の提案と協議14

授業のまとめ15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

調査，事例収集・分析，改善案作成・ディスカッション
ラ
ー
ニ
ン
グ

工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

調査の準備（2h），事例収集・整理（2h），改善案提案の準備（2h）準備
学修

事後
学修

授業内容の復習（6h）

教科書

特に指定しない。

参考書

『小学校学習指導要領』（平成29年3月告示　文部科学省），『中学校学習指導要領』（平成29年3月告示　文部科学省），『高等学校学習指導要領』（平成30年3月
告示　文部科学省）
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課題に対する達成度

最終課題レポート

60%

40%

注意事項
なし。
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なし。
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